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特集
25年度ザ・ハーモニーホール
上半期ライン・アップ紹介
プログラムズームアップ
若手演奏家紹介⑦
楽器にまつわるあれこれ⑧
TALK〈山岸博 魅惑のホルン／山岸 博（ホルン）〉
1月・2月プログラム、プレイガイド
オルガン豆知識 Vol.２
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1 January 2 February

■小ホール　■18：00

有田正広 バッハ父子の肖像
フルートで奏でるJ.S.バッハ、
W.F.バッハ、C.Ph.E.バッハ

有田正広 バッハ父子の肖像
１/
1９土 フルートで奏でるJ.S.バッハ、

W.F.バッハ、C.Ph.E.バッハ

■小ホール　■18：00

古典四重奏団
弦楽四重奏入門、レクチャー付きコンサート
古典四重奏団

2/
２３土 弦楽四重奏入門、レクチャー付きコンサート
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保
田
紀
子

宮
下
翔
子

清
住
真
達

若
林
里
佳

専属オルガニスト保田紀子による丁寧な解説つき
「おしゃべりコンサート」。お昼のひと時にいか
がですか「ランチタイムコンサート」。このシリ
ーズは“100円で大満足！”と大変好評です。オ
ルガンと地元在住・出身の音楽家との共演では、
ファゴットの宮下翔子、テノールの清住真達、そ
してフルートの若林里佳を迎えます。本格的オル
ガンコンサートではありますが演奏者のご理解の
もと、小さなお子さまも大歓迎ですので、ご家族
そろってお出かけください。

おしゃべりコンサート40
共演＝若林里佳（フルート）

金 19：00～20：00

Ⅴ

Ⅵ

おしゃべりコンサート39
共演＝清住真達（テノール）

金 19：00～20：00

Ⅳ ランチタイムコンサート17
オルガン　ソロ

金 12：15～12：45

Ⅲ おしゃべりコンサート38
共演＝宮下翔子（ファゴット）

金 19：00～20：00

Ⅱ おしゃべりコンサート37
二台のオルガンの聴き比べ

金 19：00～20：00

Ⅰ ランチタイムコンサート16
オルガン　ソロ

金 12：15～12：45

☆島内公園でフリーマーケット開催予定。

☆島内公園でフリーマーケット開催予定。

日

日

日

金

水

水

金

日

土

第34回新人演奏会（実行委員会主催）

桒形亜樹子 チェンバロリサイタル

リニューアルオープン記念特別演奏会
アンサンブル of トウキョウ

小曽根 真＆ゲイリー・バートン
デュオコンサート

第6回オルガントークコンサート

イル・デーヴ（IL DEVU）　

朝と夕べのハーモニー

島内灯篭まつり（実行委員会主催）

リニューアルオープン記念！ハーモニーメイト特別演奏会
仲道郁代 ピアノリサイタル（ハーモニーメイト主催）

TEL026-259-2323 http://www.sunpian.com
長 野 市 高 田 3 2 1－2

限りない信頼を礎に。
スタインウェイピアノは、世界を舞台に活躍する

トップピアニストの90パーセント以上から

そのコンサートステージで選ばれています。

ザ・ハーモニーホールご利用のお客様はご予約の際お申し出下さい。
上記より割引きの〔特別ご優待料金〕にてご案内させて頂きます。
（但し、時期によってはご優待料金をご提供できない場合もございます。ご了承ください。）

〒390-0814  松本市本庄1丁目2番1号

ホテル ブエナビスタ

TEL.0263-37-0111
FAX.0263-37-0666 http://www.buena-vista.co.jp/

■ご予約
　お問合せ

年末年末年末 年始年始年始

12月31日　 ■23：00～
カウントダウンパーティー

1月２日　■１２：00～
書道ガールズ　新春宴舞

1月３日　■１０：３0～   ■１1：３0～
浅間火焔太鼓演奏

1月２日　

1月１日
　～３日　

ニューイヤーファミリーランチバイキング2013

1月1日　
■１２：00～
新春！初笑い寄席
■２１：00～
ジャズコンサート

お一人様 2,013円

お一人様 2,013円

ソルプレーサ
新春デザートバイキング

イベント
インフォメーション
イベント
インフォメーション
イベント
インフォメーション

※表記以外にも様々なイベントをご用意しております。詳しくはHPをご覧ください。

特集 ザ・ハーモニーホール主要ライン・アップザ・ハーモニーホール主要ライン・アップザ・ハーモニーホール主要ライン・アップ
2013.4　 2013.9

2013

4/21

5/12

5/26

6/21

7/17

7/24

8/ 2

8/ 4

9/2811/ 8

10/ 4

9/13

6/14

5/17

4/19

100円コンサート
オルガン／保田紀子
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東
京
芸
大
に
お
い
て

チ
ェ
ン
バ
ロ
講
師
を

勤
め
る
桒
形
亜
樹
子

に
よ
る
講
習
会
に
は
、

毎
年
多
く
の
受
講
者

を
迎
え
て
い
ま
す
。

そ
の
第
１
回
の
講
習

会
に
先
立
っ
て
行
わ

れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
、

テ
ー
マ
は
「
フ
ラ
ン

ス
・
ク
ラ
ヴ
サ
ン
音

楽
の
栄
華
」
。
太
陽
王
ル
イ
14
世
の
下
、
ヴ
ェ
ル
サ

イ
ユ
宮
殿
を
中
心
に
一
気
に
花
開
い
た
芸
術
の
数
々
。

音
楽
の
分
野
で
も
著
し
い
発
展
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

豪
華
な
装
飾
を
施
さ
れ
た
雅
な
音
色
の
ク
ラ
ヴ
サ
ン

（
フ
ラ
ン
ス
語
で
チ
ェ
ン
バ
ロ
の
こ
と
）
も
花
形
楽

器
の
一
つ
で
し
た
。
革
命
前
の
熟
し
切
っ
た
18
世
紀

フ
ラ
ン
ス
の
文
化
の
香
り
を
た
っ
ぷ
り
お
届
け
し
ま

す
。

∧
曲
目
∨
ル
イ
・
ク
ー
プ
ラ
ン
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ク

ー
プ
ラ
ン
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
ュ
フ
リ
、
フ
ォ
ル
ク
レ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
オ
ー
プ
ン
に
登
場
の
「
ア
ン
サ
ン

ブ
ル 

of 

ト
ウ
キ
ョ
ウ
」。
フ
ル
ー
ト
奏
者
の
金
昌
国

を
中
心
に
、
多
方
面
で
活
躍
す
る
名
手
た
ち
で
結
成

さ
れ
、
2
0
1
1
年

に
創
立
25
周
年
を
迎

え
た
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

で
す
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
ソ
ロ
の
大
林
修
子

（
N
H
K
交
響
楽
団

奏
者
）
は
松
本
市
出

身
。
チ
ェ
ロ
の
河
野

文
昭
は
東
京
芸
大
の

教
授
で
あ
り
、
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
奏
者
と
し

て
も
国
内
外
で
演
奏

活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
オ
ー
ボ
エ
の

青
山
聖
樹
は
Ｎ
響
首

席
奏
者
で
あ
り
、
ま

た
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
も
新
日
本
フ
ィ
ル
等
と
共
演
し

て
い
ま
す
。
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
山
本
正
治
は
東
京
芸

大
教
授
で
木
曽
音
楽
祭
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
、

ま
た
サ
イ
ト
ウ
・
キ
ネ
ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
松
本

に
も
招
か
れ
て
い
ま
す
。
Ｎ
響
主
席
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
奏

者
の
水
谷
上
総
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
祭
や
室
内
楽

で
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。
ホ
ル
ン
奏
者
の
山
岸
博
は

12
年
9
月
に
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
初
登
場
し
、

豊
潤
な
音
色
と
技
巧
で
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。
年

4
回
の
東
京
に
お
け
る
定
期
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
カ

ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
公
演
（
1
9
9
0
年
）
の
ほ
か
、

数
々
の
海
外
演
奏
旅
行
を
通
し
て
密
度
の
濃
い
演
奏

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
真
骨
頂
と
す
る
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
協
奏
交
響
曲
ほ
か
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
ふ
さ
わ
し
い
華
や
か
な
演
奏
で
み

な
さ
ま
を
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。

∧
曲
目
∨
ハ
イ
ド
ン
＝
協
奏
交
響
曲
ニ
長
調
　
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
＝
交
響
曲
第
40
番
　
他

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
小
曽
根
真
は
12
歳
の
時
に
オ
ス

カ
ー
･
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
の
演
奏
を
聴
き
、
ジ
ャ
ズ
・

ピ
ア
ノ
を
志
し
ま
す
。
83
年
に
は
ボ
ス
ト
ン
の
名
門

バ
ー
ク
リ
ー
音
楽
大
学
、
ジ
ャ
ズ
作
曲
編
曲
科
を
首

席
で
卒
業
。
同
年
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
に
て
ソ
ロ
･

リ
サ
イ
タ
ル
を
開
き
、
日
本
人
と
し
て
初
め
て
米
Ｃ

Ｂ
Ｓ
と
レ
コ
ー
ド
専
属
契
約
を
結
び
「
O
Z
O

N
E
」
と
し
て
世
界
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
ま
す
。
そ

の
頃
か
ら
30
年
来
共
演
を
続
け
て
い
る
グ
ラ
ミ
ー
賞

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ヴ
ィ
ブ
ラ
フ
ォ
ン
奏
者
ゲ
イ
リ

ー
・
バ
ー
ト
ン
と
ワ
ー
ル
ド
･
ツ
ア
ー
を
展
開
。
師

弟
デ
ュ
オ
に
よ
る
待
望
の
松
本
公
演
が
実
現
し
ま
す
。

二

人
が
録

音
し
た
C

D
「V

i
r
t
u
o
s
i

」
も
、

2
0
0
3
年
の
グ
ラ
ミ
ー
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
て

い
ま
す
。
曲
目
は
当
日
の
お
楽
し
み
。
偉
大
な
二
人

の
演
奏
家
に
よ
る
即
興
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
見
所
で
す
。

∧
曲
目
∨
当
日
発
表

第12期チェンバロ講習会受講生募集のおしらせ
好評のチェンバロ講習会の受講生を募集します。今期のテーマは「フラン
スバロック入門／美しい響きとフランス・アクセントを体験しよう」です。触
れる機会の少ない楽器ですので、この機会にふるってご参加ください。
内　容＝全6回（13：30～16：30）初回／講師演奏会、受講申し込み受付、
第2回～5回／グループレッスン、第6回／講師演奏会、受講生発表会

定　員＝18名（松本市内在住・初受講の方優先）
対　象＝バイエル上巻以上修了の方
受講料＝１０，０００円（２回目～６回目分）
講　師＝桒形亜樹子（東京芸術大学講師）
その他＝聴講は無料ですが、前日までにご連絡ください。

①

②

③

④

⑤

⑥

（日）

（日）

（日）

（月）

（日）

（日）

平成25年 5 月12日

平成25年 6 月30日

平成25年 7 月28日

平成25年 9 月23日

平成25年10月27日

平成25年12月 1 日

小ホール

第2練習室

第2練習室

第2練習室

第2練習室

小ホール

・講師コンサート・受講申込受付

・講習会

・講習会

・講習会

・講習会

・受講生発表会

開 催 日 場 所 内 　 容曜日

アンサンブル of トウキョウ

ゲイリー・バートン 小曽根 真

2013.5.12（日）●小ホール●13：30

桒
形
亜
樹
子

チ
ェ
ン
バ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル

〜
フ
ラ
ン
ス
・
ク
ラ
ヴ
サ
ン
音
楽
の
栄
華
〜

く
わ
　
が
た

2013.5.２６（日）●メインホール●14：00

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
of 

ト
ウ
キ
ョ
ウ

〜
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
オ
ー
プ
ン
記
念
特
別
演
奏
会
〜

指
揮
：
金
昌
国
　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
：
大
林
修
子

チ
ェ
ロ
：
河
野
文
昭

2013.6.21 （金）●メインホール●19：00

小
曽
根
真
（
ピ
ア
ノ
）
＆

ゲ
イ
リ
ー
・
バ
ー
ト
ン（
ヴ
ィ
ブ
ラ
フ
ォ
ン
）　

デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

〜
グ
ラ
ミ
ー
賞
ノ
ミ
ネ
ー
ト
の
ス
ー
パ
ー
デ
ュ
オ
〜

「明治」の格調。くつろぎのホテル
松本民芸家具をセットした

北欧風ホテル

松本市大手４-８-９ 〒３９０-０８７４ ☎（０２６３）３２－０１１４ FAX（０２６３）３３－４７７５
URL:http://www.mcci.or.jp/www/kagetsu/

宿泊料金 サービス料
消費税込円6,500 ■ツイン…■シングル… 円12,000



「
体
重
90
㎏
に
な
る
と
ク
ビ
⁉
」
に
な
る
と
い
う
フ

ト
メ
ン
（
太
い
メ
ン
ズ
）
5
人
組
は
、
オ
ペ
ラ
や
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
共
演
で
活
躍
中
。
メ
ン
バ
ー
は
日

本
を
代
表
す
る
4
人
の
歌
い
手
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
す
。

恵
ま
れ
た
美
声
と
確
か
な
役
作
り
で
魅
了
す
る
テ
ノ

ー
ル
大
槻
孝
志
、
天
性
の
リ
リ
ッ
ク
な
美
声
と
音
楽

性
で
次
世
代
を
担
う
テ
ノ
ー
ル
の
ホ
ー
プ
望
月
哲
也
。

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
、
ミ
ラ
ノ
で
研
鑽
を
積
ん
だ
確
か
な
技

術
、
目
下
絶
好
調
の
バ
リ
ト
ン
青
山
貴
。
バ
ス
・
バ

リ
ト
ン
山
下
浩
司
は
ド
イ
ツ
歌
曲
に
お
い
て
も
豊
富

な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
持
ち
、
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
も
活

躍
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
と
厚
い
信
頼
で
結
ば
れ
て
い

る
ピ
ア
ニ
ス
ト
河
原
忠
之
に
よ
る
５
人
は
、
今
や
飛

ぶ
鳥
を
落
と
す
勢
い
で
人
気
急
上
昇
中
の
「
イ
ル
・

デ
ー
ヴ
」
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
あ
の

有
名
な
ヴ
ォ
ー
カ
ル
・
ユ
ニ
ッ
ト
「
I
L 

D
I
V
O

（
イ
ル
　
デ
ィ
ー
ヴ
ォ
）
」
を
も
じ
っ
た
も
の
で
す

が
、
ふ
く
よ
か
な
美
声
は
本
物
。
日
本
の
叙
情
な
ど

を
、
高
ら
か
に
歌
い
上
げ
ま
す
。

∧
曲
目
∨
涙
そ
う
そ
う
、
少
年
時
代
　
他

ハ
ー
モ
ニ
ー
メ
イ
ト
主
催
に
よ
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・

オ
ー
プ
ン
を
記
念
す
る
演
奏
会
は
、
人
気
実
力
共
に

日
本
を
代
表
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
一
人
、
仲
道
郁
代

の
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
で
す
。
桐
朋
学
園
大
学
1
年

在
学
中
に
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
第
1
位
を
受
賞
し

注
目
を
集
め
ま
す
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
立
音
楽
大
学
に

留
学
後
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
で
本
格
的
な
演
奏

活
動
を
始
め
ま
し
た
が
、
温
か
い
音
色
と
叙
情
性
が

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
海
外
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と

の
共
演
も
数
多
く
、
特
に
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
は
パ
ー
ヴ

ォ
・
ヤ
ル
ヴ
ィ
指
揮
ド
イ
ツ
・
カ
ン
マ
ー
フ
ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ー
と
の
共
演
で
全
曲
が
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
と

し
て
結
実
し
て
お
り
、﹇
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
弾
き
、
仲

道
郁
代
﹈
と
い
う
評
価
を
確
固
た
る
も
の
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
07
年
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第
30
〜
32
番
で
は
レ
コ

ー
ド
・
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
そ
の

他
テ
レ
ビ
番
組
、
新
聞
、
雑
誌
や
ラ
ジ
オ
な
ど
多
く

の
メ
デ
ィ
ア
に
も
出
演
し
、
音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を

広
く
伝
え
る
姿
勢
は
、
多
く
の
共
感
を
集
め
て
い
ま

す
。

∧
曲
目
∨
調
整
中

ホ
ー
ル
専
属
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の
保
田
紀
子
と
、
新
春

オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
で
も
お
馴
染
み
の
打
楽
器
奏

者
の
高
橋
明
邦
、
松
本
市
出
身
の
平
形
真
希
子
、
若

手
打
楽
器
奏
者
の
服
部
恵
、
相
川
瞳
が
共
演
し
ま
す
。

迎
え
る
作
曲
家
は
、
97
年
に
オ
ペ
ラ
「
信
濃
の
国
・

善
光
寺
物
語
」
を
初
演
し
た
松
下
功
。
下
山
一
二
三

の
「
海
嘯
」
は
、
83
年
の
文
化
庁
芸
術
祭
大
賞
受
賞

コ
ン
サ
ー
ト
で
初
演
さ
れ
ま
し
た
。
四
人
の
打
楽
器

奏
者
と
オ
ル
ガ
ン
の
壮
大
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

∧
曲
目
∨
松
下
功
＝
イ
ン
タ
ー
シ
ュ
テ
ラ
ー
Ⅱ

（
1
9
8
1
）、
リ
リ
カ
ル
・
タ
イ
ム
、「
炎
の
マ
ン

ト
ラ
」
（
2
0
0
4
）
　
下
山
一
二
三
＝
情
景
Ⅰ
、

情
景
Ⅱ
、
オ
ル
ガ
ン
と
打
楽
器
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
た

め
の
「
海
嘯
」
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2013.7.17（水）●メインホール●19：00

2013.7.24（水）●メインホール●19：00

2013.9.28（土）●メインホール●18：00

〜
音
楽
の
今
に
触
れ
る
〜

第
６
回

オ
ル
ガ
ン
ト
ー
ク
コ
ン
サ
ー
ト

オ
ル
ガ
ン
＝
保
田
紀
子
、
作
曲
＝
松
下
功
、
下
山
一
二
三

打
楽
器
＝
高
橋
明
邦
、
平
形
真
希
子
、
服
部
恵
、
相
川
瞳

テ
ノ
ー
ル
＝
大
槻
孝
志
、
望
月
哲
也
、
バ
リ
ト
ン
＝
青
山
貴

バ
ス
・
バ
リ
ト
ン
＝
山
下
浩
司
、
ピ
ア
ノ
＝
河
原
忠
之

保田紀子

平形真希子相川 瞳下山一二三

高橋明邦服部 恵松下 功

イ
ル
・
デ
ー
ヴ　
I
L 

D
E
V
U

〜
５
人
の
太
メ
ン
が
醸
し
出
す
重
量
級
の
響
き
〜

仲
道
郁
代　
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

〜
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
オ
ー
プ
ン
記
念

 

    

ハ
ー
モ
ニ
ー
メ
イ
ト
特
別
演
奏
会
〜

○Photo:Kiyotaka Saitoc

あなた様の求めるものがここに…

あっ！

楽器
・楽
譜

レッス
ン

音楽
雑貨

見つかった♪見つかった♪見つかった♪

大蔵木工株式会社
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2013.1月　2013.3月

数
々
の
受
賞
歴
が
あ
り
C
D
録
音
も
数
多
い
、
日
本
を
代

表
す
る
フ
ル
ー
ト
奏
者
有
田
正
広
を
迎
え
ま
す
。
共
演
は

チ
ェ
ン
バ
ロ
奏
者
の
有
田
千
代
子
と
、
05
年
に
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢
と
共
演
し
、
ソ
リ
ス
ト
と
し

て
好
評
を
博
し
た
白
馬
村
在
住
の
フ
ル
ー
ト
奏
者
塩
嶋
達

美
。
大
バ
ッ
ハ
と
息
子
た
ち
が
残
し
た
名
曲
を
集
め
た
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。
有
田
の
フ
ル
ー
ト
に
通
奏
低
音
の
チ
ェ

ン
バ
ロ
が
し
っ
か
り
寄
り
添
う
息
の
合
っ
た
演
奏
が
聴
き

ど
こ
ろ
の
「
フ
ル
ー
ト
と
チ
ェ
ン
バ
ロ
の
た
め
の
ソ
ナ

タ
・
ロ
短
調
」
ほ
か
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
・
ソ
ロ
、
フ
ル
ー

ト
・
デ
ュ
オ
も
あ
り
父
子

の
作
風
の
違
い
を
お
聴
き

く
だ
さ
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
J
．
S
．
バ

ッ
ハ
＝
２
本
の
フ
ル
ー
ト

と
通
奏
低
音
の
た
め
の
ト

リ
オ
・
ソ
ナ
タ

ト
長
調
B
W
V
．1
0
3
9
、
他

入
場
料
／
一
　
　
　
般
　
４
、５
０
０
円

　
　
　
　
メ
　
イ
　
ト
　
４
、０
０
０
円

　
　
　
　
高
校
生
以
下
　
３
、０
０
０
円
【
全
席
自
由
】

主
　
催
／
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

お
問
い
合
わ
せ
／
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

☎
０
２
６
３
（
４
７
）
２
０
０
４

声
楽
を
学
ぶ
方
々
の
祭
典
と
し

て
ホ
ー
ル
開
館
と
共
に
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
も
会
場
は

小
ホ
ー
ル
で
、
参
加
者
は
14
名

で
す
。
重
唱
を
含
め
多
彩
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
演
奏
が
楽
し
め
ま

す
。

出
演
者
／
赤
羽
弘
子
、
宇
留
賀

倍
子
、
川
村
佳
子
、
草
間
謙
一

郎
・
五
野
ひ
か
り
、
小
松
規
美

子
、
斎
藤
椿
、
城
倉
明
日
香
、

杉
山
貴
・
杉
山
道
子
、
高
橋
ゆ

か
り
、
室
賀
さ
え
り
、
柳
澤
章

子
、
山
田
恭
子

入
場
料
／
１
、０
０
０
円

【
全
席
自
由
】（
当
日
券
販
売
な
し
）

主
　
催
／
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
松
本

ボ
ー
カ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会

お
問
い
合
わ
せ
／

ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
２
６
３
（
４
７
）
２
０
０
４

古
典
四
重
奏
団
は
02
年
の
松
本
市
美
術
館
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
で
の
演
奏
会
、
07
年
の
松
本
市
制
施
行
1
0
0
周
年
を

記
念
す
る
松
本
城
太
鼓
門
で
の
演
奏
会
、
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル
で
の
08
年
か
ら
10
年
に
か
け
て
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
の
弦
楽
四
重
奏
曲
全
16
曲
の
連
続
演
奏
会
等
、
室
内

楽
愛
好
家
に
好
評
を
博
し
て
来
ま
し
た
。

86
年
に
結
成
さ

れ
て
以
来
す
べ

て
を
暗
譜
で
演

奏
し
、
04
年
の

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

連
続
演
奏
会
で

は
文
化
庁
芸
術

祭
大
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、ま
さ
し
く
日
本
を
代
表
す
る
カ

ル
テ
ッ
ト
が
名
曲
の
宝
庫
と
い
わ
れ
る
弦
楽
四
重
奏
の
代

表
作
を
、
わ
か
り
や
す
い
レ
ク
チ
ャ
ー
付
で
演
奏
し
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
＝
弦
楽
四
重
奏
曲

第
17

番

変
ロ
長
調

Ｋ
．４
５
８

狩
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
＝

弦
楽
四
重
奏
曲 

第
１
番 

ニ
長
調 

ア
ン
ダ
ン
テ
・
カ
ン
タ

ー
ビ
レ
、
他
　

入
場
料
／
一
　
　
　
般
　
３
、５
０
０
円

　
　
　
　
メ
　
イ
　
ト
　
３
、０
０
０
円

　
　
　
　
高
校
生
以
下
　
２
、０
０
０
円
【
全
席
自
由
】

主
　
催
／
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

お
問
い
合
わ
せ
／
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
２
６
３
（
４
７
）
２
０
０
４

東
京
音
楽
大
学
で
学
び
、
国
内
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選
し

た
、
松
本
出
身
の
フ
ル
ー
ト
奏
者
二
人
に
よ
る
演
奏
会
。

表
現
方
法
の
広
が
り
や
音
色
の
幅
、
音
楽
の
可
能
性
の
拡

大
な
ど
、
『
フ
ル
ー
ト
１
本
で
は
な
し
え
な
い
事
が
２
本

に
な
る
と
で
き
る
！
』
そ
ん
な
デ
ュ
オ
の
魅
力
を
た
っ
ぷ

り
と
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
ふ
た
り
が
育
っ
た
松
本
の
地

で
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催
で
き
る
特
別
な
思
い
と
、
地
元
の

皆
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
音
楽
に
の
せ
て
届
け
て
く
れ

ま
す
。

共
　
演
／
伊
藤
響
子
（
ピ
ア
ノ
）
　

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
ド
ッ
プ
ラ
ー
＝
ア
ン
ダ
ン
テ
と
ロ
ン
ド
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
主
題
に
よ
る
デ
ュ
エ
ッ
テ
ィ
ー
ノ
Op.

ほ
か

入
場
料
／
一
　
　
　
般
　
２
、５
０
０
円

　
　
　
　
高
校
生
以
下
　
１
、５
０
０
円
【
全
席
自
由
】

お
問
い
合
わ
せ
／
丸
山
☎
０
２
６
３
（
３
３
）
１
３
８
９

塩嶋達美 有田千代子

有田正広

こ
の
ペ
ー
ジ
は
12
月
1
日
現
在
の
予
定
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

開
演
時
間
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
入
場
料
等
変
更
の
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

36

■
小
ホ
ー
ル
　
■
18
‥
00

〜
フ
ル
ー
ト
で
奏
で
る
J・S・バ
ッ
ハ
、

W・F・バ
ッ
ハ
、C・Ph・E・バ
ッ
ハ
〜

《
有
田
正
広
バ
ッ
ハ
父
子
の
肖
像
》

1/

19土

■
小
ホ
ー
ル
　
■
13
‥
30

第
27
回
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー

松
本
ボ
ー
カ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2/

3日

■
小
ホ
ー
ル
　
■
18
‥
30

丸
山
貴
菜
・
小
林
愛

フ
ル
ー
ト
デ
ュ
オ
リ
サ
イ
タ
ル

3/

1金

■
小
ホ
ー
ル
　
■
18
‥
00

古
典
四
重
奏
団

〜
弦
楽
四
重
奏
入
門
、レ
ク
チ
ャ
ー
付
き
コ
ン
サ
ー
ト
〜

2/

23土

●本部事務局 〒390-8511 松本市深志3-10-3
Tel.0263-32-7171

http://www.suzukimethod.or.jp
talent@suzukimethod.or.jp

スズキ・メソード音楽教室
□ヴァイオリン□ピアノ□チェロ□フルート

7 0120-556-414



寺
井 

真
美
子
／

　
　
　
ピ
ア
ノ
・
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ

若
手
演
奏
家
紹
介
⑦

　
中
信
地
区
に
縁
の
あ
る
若
手
演
奏
家
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

松
本
市
出
身
。

信
州
大
学
教
育
学
部
附
属
松
本
幼
・
小
・
中
学
校
を
経
て
、
桐

朋
女
子
高
等
学
校
音
楽
科
、
同
大
学
ピ
ア
ノ
科
卒
業
。

現
在
、
東
京
に
拠
点
を
置
き
、「
青
山
音
楽
院
」、「
K
E
I
音
楽

学
院
」
に
て
ピ
ア
ノ
講
師
、
出
張
音
楽
指
導
等
を
し
な
が
ら
、

ピ
ア
ノ
・
デ
ュ
オ
「T

ru
th

（
ト
ゥ
ル
ー
ス
）」
で
の
コ
ン
サ
ー

ト
活
動
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽
器
・
合
唱
等
の
伴
奏
を
行
っ
て
い

る
。

こ
れ
ま
で
に
ピ
ア
ノ
・
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
を
千
国
和
代
、
小
口

希
代
子
、
原
田
敬
子
、
廻
由
美
子
、
2
台
ピ
ア
ノ
を
三
輪

郁
、

作
曲
を
青
木 

進 

各
氏
に
師
事
。

■
活
　
　
動

3
歳
か
ら
ヤ
マ
ハ
音
楽
教
室
、
12
歳
か
ら
桐
朋
子
供
の
た

め
の
音
楽
教
室
へ
通
う
。

ジ
ュ
ニ
ア
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
や
長
野
県
ピ
ア
ノ

コ
ン
ク
ー
ル
、
ピ
テ
ィ
ナ
、
ヤ
マ
ハ
グ
レ
ー
ド
試
験
等
取

り
組
む
。

附
属
松
本
小
・
中
学
校
時
代
、
合
唱
部
に
所
属
、
平
成
9

年 

N
H
K
全
国
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
・
全
国
大
会 

第
3
位

入
賞
。

大
学
在
学
中
、B

a
d
a
u
sse
e

で
の
夏
期
講
習
会
に
参
加

し
、
古
典
舞
踏
、
ジ
ャ
ズ
、
即
興
、
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
、
連
弾

等
を
学
ぶ
。

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
や
指
揮
伴
奏
、オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ど
を
経
験
。

卒
業
後
、
東
京
・
松
本
・
高
知
・
和
歌
山
・
山
形
な
ど
で

自
主
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。

桐
朋
学
園
大
学
&
京
都
芸
術
大
学 

合
同
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

で
チ
ェ
レ
ス
タ
を
演
奏
、
法
政
大
学
交
響
楽
団
、
マ
リ
ン

バ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
「
レ
・
ロ
ー
ゼ
」
と
共
演
。

2
0
1
2
年
「
ベ
ー
レ
ン
コ
ー
ル
合
唱
団
」
と
共
演
。

同
年 

夏
、
横
浜
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル 

2
台
ピ
ア
ノ
部

門 

第
1
位
。

現
在
、
2
台
ピ
ア
ノ
等
の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
真
っ
最
中
。

来
年
、
ピ
ア
ノ
・
デ
ュ
オ 

初
の
C
D
完
成
予
定
。

好
き
な
こ
と
：
旅
、
散
歩
、
写
真
、
料
理
、
以
前
取
り
組

ん
で
い
た
作
曲
を
現
在
再
開
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
演
奏
家
、
そ
し
て
ダ
ン
ス
や
絵

な
ど
、
異
な
る
ジ
ャ
ン
ル
の
芸
術
家
と
共
演
し
、
新
し
い

音
楽
の
世
界
を
目
指
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

　
　
寺
井 

真
美
子

　
　
☎
／
F
a
x 

0
2
6
3
（
46
）
7
7
2
6

　
　g

o
o
d
lu
ck
1
m
u
sic@
g
m
ail.co

m

　
　B

lo
g

：m
am
ik
o

の
音
楽
紀
行

　
　face b

o
o
k
:M
am
ik
o
 T
erai

URL http://www.kagami-group.co.jp

例えば、
命を守る最前線に生かされる
大和ホーム工業の技術力。
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K
o
t
o・箏
の
こ
と・琴
の
こ
と
あ
れ
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
邦
子

《
箏
の
ル
ー
ツ
》

　
現
在
の
〝
こ
と
〞
と
呼
ん
で
い
る
十
三
絃
の
楽
器
は
、
箏

（
そ
う
）（
こ
と
）
と
云
い
、
今
や
日
本
を
代
表
す
る
楽
器
の
一

つ
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
実
は
わ
が
国
で
生
ま
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
奈
良
時
代
、
中
国
か
ら
入
っ
て
き
た
外
来
楽
器

で
す
。（
日
本
に
も
出
土
さ
れ
た
埴
輪
か
ら
、
弥
生
時
代
よ
り
４

〜
5
絃
の
箏
が
あ
っ
た
＝
和
琴
の
原
形
）
伝
来
し
た
当
時
は
雅

楽
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
独
立
し
た
箏

の
音
楽
（
箏
曲
）
が
現
れ
、
そ
の
後
、
楽
器
の
改
良
な
ど
を
経

て
完
成
さ
れ
た
音
楽
に
な
っ
た
の
は
近
世
に
な
っ
て
か
ら
の
こ

と
で
す
。

《
箏
と
琴
》《
箏
の
形
》
 

　
一
般
的
に
云
わ
れ
て
い
る
「
琴
」
と
「
箏
」
の
違
い
を
よ
く

質
問
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
楽
器
を
み
れ
ば
一
目
で
分
か
り
、

共
鳴
箱
の
上
に
弦
を
張
り
、
そ
こ
に
箏
柱
（
ブ
リ
ッ
ジ
）
を
立

て
て
音
を
合
わ
せ
る
の
が
「
箏
」
で
、
箏
柱
を
使
わ
ず
ツ
ボ
（
ポ

ジ
シ
ョ
ン
）
を
押
さ
え
て
全
て
の
音
を
つ
く
る
の
が
「
琴
」
の

仲
間
で
す
（
現
在
あ
る
の
は
一
弦
琴
、
二
弦
琴
）
又
箏
の
各
部
に

は
「
竜
頭
」「
竜
尾
」「
竜
角
」「
竜
舌
」
な
ど
の
様
に
竜
の
字
が

付
け
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
は
箏
が
竜（
空
想
の
動
物
）の
形
に
似

て
い
る
の
と
、
中
国
で
は
か
つ
て
国
王
の
こ
と
を
竜
王
と
よ
ぶ

こ
と
か
ら
精
神
性
の
高
い
楽
器
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
絃
の
数
と
奏
法
》

　
絃
の
数
も
、
12
ヶ
月
か
ら
12
本
に
な
り
、
後
に
閏
月
を
表
し

1
本
加
え
た
と
云
う
説
と
、
そ
の
昔
、
秦
の
人
が
箏
に
似
た

「
瑟
」
と
云
う
25
本
の
絃
楽
器
を
二
人
の
娘
達
に
与
え
た
ら
娘

達
は
う
ば
い
合
っ
て
喧
嘩
と
な
っ
た
の
で
半
分
に
切
り
二
つ
の

箏
を
作
り
、
そ
の
二
つ
の
箏
は
十
三
絃
の
も
の
が
日
本
へ
伝
わ

り
、
十
二
絃
の
方
は
朝
鮮
の
「
伽
耶
琴
」
に
な
っ
た
と
い
う
伝
説

も
あ
り
ま
す
。
又
、
奏
法
は
右
手
3
本
（
親
指
、
人
指
し
指
、
中

指
）
に
こ
と
爪
を
は
め
、
絃
に
押
し
あ
て
な
が
ら
弾
き
ま
す
。

爪
の
当
て
方
の
角
度
に
よ
っ
て
音
色
に
変
化
を
も
た
せ
、
左
手

で
音
程
を
変
え
た
り
弾
い
た
後
の
余
韻
を
変
化
さ
せ
た
り
、
箏

柱
を
動
か
す
こ
と
で
曲
中
の
転
調
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

《
現
代
の
箏
》

　
こ
う
し
て
十
三
絃
の
箏
は
色
々
な
楽
器
と
合
奏
し
た
り
唄
の

伴
奏
楽
器
だ
っ
た
り
し
て
、
長
い
時
代
飽
き
る
こ
と
な
く
日
本

の
楽
器
と
し
て
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
大
正
に
入
り
新
日
本
音

楽
が
誕
生
し
現
代
邦
楽
の
父
と
も
云
わ
れ
る
宮
城
道
雄
氏
が
十

七
絃
と
云
う
低
音
楽
器
を
考
案
し
西
洋
音
楽
を
参
考
に
、
次
々

と
新
し
い
箏
曲
を
創
作
し
ま
し
た
。
そ
し
て
多
く
の
箏
演
奏
家

達
に
よ
っ
て
二
十
絃
箏
、
二
十
五
絃
箏
、
三
十
絃
箏
が
開
発
さ

れ
、
３
オ
ク
タ
ー
ブ
以
上
の
音
域
を
出
す
こ
と
が
で
き
、
表
現

力
の
豊
か
さ
か
ら
も
独
奏
楽
器
と
し
て
、
幅
広
く
活
躍
し
て
い

ま
す
。

　
中
国
よ
り
伝
来
し
て
1
3
0
0
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
箏
は

今
〝
現
代
に
生
き
る
箏
〞
と
し
て
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
世

界
へ
向
か
い
、
未
来
へ
向
か
い
、
力
強
く
躍
進
し
て
い
ま
す
。

楽
器
に
ま
つ
わ
る 

あ
れ
こ
れ
⑧

シ
ツ

そ
う

き
ん

こ
と

き
ん

こと爪

十
三
絃

左から十三絃・十七絃・二十五絃



　
去
る
９
月
21
日
に
「
山
岸
博

魅
惑
の
ホ
ル
ン
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
初
秋
の
空
気
に
包
ま
れ
た
満
席
の
会
場
で
、
美
し

い
音
色
が
ホ
ー
ル
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
前
日
、

読
売
日
本
交
響
楽
団
（
読
響
）
ソ
ロ
ホ
ル
ン
奏
者
の
山
岸
博
さ

ん
と
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
メ
イ
ト
広
報
委
員
の
田
嶋
陽
介
が
対
談
し

ま
し
た
。

田
嶋
（
以
下
Ｔ
）
は
じ
め
に
、
松
本
市
の
印
象
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

山
岸
（
以
下
Ｙ
）
私
は
上
田
市
出
身
で
、
松
本
へ
は
山
を
越
え

な
け
れ
ば
と
い
う
遠
い
存
在
で
し
た
。
交
通
が
便
利
に
な
り
、

中
学
、
高
校
の
頃
は
い
つ
も
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
国
宝
松
本
城
が
あ
り
、
旧
制
松
本
高
等
学
校
も
あ
り
ま

す
。
松
本
へ
の
訪
問
は
今
回
で
３
回
目
く
ら
い
で
す
。
改
め

て
、
松
本
は
山
に
囲
ま
れ
て
、
街
が
山
に
守
ら
れ
て
い
る
な
ぁ

と
い
う
印
象
で
す
。

Ｔ
　
今
日
は
小
ホ
ー
ル
で
リ
ハ
ー
サ
ル
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
小

ホ
ー
ル
の
印
象
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｙ
　
思
っ
て
い
た
よ
り
い
い
響
き
で
し
た
ね
。
そ
れ
に
、
椅
子

が
出
た
り
、
入
っ
た
り
、
こ
の
ホ
ー
ル
は
多
目
的
で
す
ね
。
ス

テ
ー
ジ
の
大
き
さ
も
丁
度
よ
い
し
、
演
奏
す
る
に
は
い
い
と
思

い
ま
す
。

Ｔ
　
あ
り
き
た
り
の
質
問
で
恐
縮
で
す
が
、
ホ
ル
ン
を
は
じ
め

た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｙ
　
僕
は
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
最
初
は
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
私
の
兄
が

日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
（
日
フ
ィ
ル
）
で
チ
ェ
ロ

を
や
っ
て
い
て
、「
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
り
た
い
」
と
相
談
し
た

と
こ
ろ
、
日
フ
ィ
ル
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
マ
ッ
キ
ー
と
い
う
名
手

を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
な
ら
す
ぐ
に
「
東
京
へ
行
く

よ
」
と
返
事
を
し
て
行
き
ま
し
た
。
東
京
に
着
い
た
ら
、「
ホ

ル
ン
吹
い
て
み
な
さ
い
よ
」
と
言
わ
れ
て
、
吹
い
た
と
こ
ろ
、

「
な
か
な
か
い
い
音
す
る
ね
」
と
褒
め
ら
れ
・
・
。
ト
ラ
ン
ペ

ッ
ト
も
か
っ
こ
い
い
け
れ
ど
、
ホ
ル
ン
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
も

た
く
さ
ん
使
う
し
、
も
ち
ろ
ん
音
も
魅
力
的
で
、「
そ
れ
な

ら
、
ホ
ル
ン
や
り
ま
す
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
ホ
ル
ン
を

始
め
ま
し
た
。
ベ
コ
ベ
コ
に
凹
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
日
フ
ィ

ル
の
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
を
借
り
て
い
ま
し
た
。
当
時
高
校
２
年

生
で
し
た
が
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
す
。

Ｔ
　
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
を
借
り
る
と
い
う
の
は
贅
沢
で
す
ね
。

Ｙ
　
い
い
環
境
が
あ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

Ｔ
　
ド
イ
ツ
に
行
か
れ
て
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
の
名
手
ザ
イ
フ

ェ
ル
ト
さ
ん
に
師
事
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
頃

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｙ
　
自
慢
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
、
特
に
大
直
し
さ
れ
た
こ
と

は
な
か
っ
た
で
す
。
あ
え
て
挙
げ
る
な
ら
、「
手
の
位
置
を
も

う
少
し
あ
げ
た
ら
」
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
日
本
で
や
っ
て
い

た
こ
と
が
そ
ん
な
に
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
な
印
象
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
で
１
年
半
の
間
、
ベ
ル
リ
ン
交
響
楽
団
で
働
き

な
が
ら
勉
強
で
き
た
の
で
す
が
、
そ
の
う
ち
ケ
ル
ン
歌
劇
場
の

首
席
の
席
が
あ
い
て
、
遊
び
に
行
く
よ
う
な
つ
も
り
で
受
け
た

と
こ
ろ
、
受
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
出
来

た
の
が
よ
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
か
ら
ず
る
ず
る
と
生

活
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
（
笑
）
・
・
・
。
な
に
よ
り
嬉
し
か
っ

た
の
は
、「
勉
強
も
し
た
い
」
と
言
っ
た
ら
、
歌
劇
場
の
仕
事
を

し
な
が
ら
レ
ッ
ス
ン
も
し
て
も
ら
え
、
と
て
も
ラ
ッ
キ
ー
で
し

た
。

Ｔ
　
高
校
生
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
さ
れ
る
そ
う
で
す
が
、ホ
ル
ン
を

吹
い
て
い
る
学
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。

Ｙ
　
一
人
ひ
と
り
、
唇
の
あ
た
っ
て
い
る
位
置
も
、
手
の
位
置

も
違
う
の
で
、
だ
い
た
い
の
ホ
ル
ン
の
奏
法
に
つ
い
て
教
え
て

あ
げ
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
音
楽
的
な
こ
と
は
短
時
間
で
は

難
し
い
の
で
、
ホ
ル
ン
の
基
本
的
な
メ
ソ
ッ
ド
を
教
え
よ
う
か

な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
受
講
生
が
20
人
程
度
い
ま
す
か

ら
、
１
時
間
半
か
ら
２
時
間
く
ら
い
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

一
人
ず
つ
音
を
聞
い
て
み
な
い
と
、
ど
こ
が
欠
点
と
か
言
え
な

い
の
で
、
な
ん
と
も
言
え
な
い
で
す
ね
。

Ｔ
　
音
楽
か
ら
離
れ
ま
す
が
、
休
日
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

Ｙ
　
今
、
ゴ
ル
フ
に
凝
っ
て
い
ま
し
て
、
暇
が
あ
れ
ば
練
習
に

行
っ
て
い
ま
す
。

Ｔ
　
ゴ
ル
フ
は
い
つ
か
ら
？

Ｙ
　
僕
は
50
歳
に
な
っ
て
か
ら
始
め
て
、
朝
昼
晩
と
練
習
に
行

っ
た
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
よ
（
笑
）。

Ｔ
　
今
年
の
読
響
カ
レ
ン
ダ
ー
に
も
、
ゴ
ル
フ
を
す
る
山
岸
さ

ん
の
写
真
が
載
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

Ｙ
　
内
容
が
深
く
て
、
そ
し
て
難
し
い
で
す
よ
ね
。
ゴ
ル
フ
も

ホ
ル
ン
も
紙
一
重
の
と
こ
ろ
の
世
界
が
な
ん
と
な
く
似
て
い

て
、
そ
れ
で
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

Ｔ
　
最
後
に
、
今
後
の
活
動
と
抱
負
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。

Ｙ
　
今
後
の
活
動
と
い
っ
て
も
、
読
響
の
定
年
を
超
え
て
も
、

な
か
な
か
や
め
さ
せ
て
も
ら
え
ず
、
老
体
に
鞭
う
っ
て
や
っ
て

い
ま
す
。
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
自
分
の
力
を
１
０
０
％
出
す
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
な
ん
と
な
く
、
年
を
と
る
と
要
領
と
か
分

か
っ
て
き
て
、
仕
事
も
そ
う
で
す
よ
ね
。
終
わ
る
頃
、
こ
ん
な

感
じ
か
な
ぁ
と
。（
笑
）

Ｔ
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

山
岸
さ
ん
は
演
奏
会
後
、「
情
熱
の
あ
る
お
客
さ
ん
に
沢
山
来

場
い
た
だ
き
、
演
奏
者
と
し
て
も
非
常
に
盛
り
上
が
っ
た
演
奏

会
で
し
た
」
と
感
想
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

※
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
　
ホ
ル
ン
の
メ
ー
カ
ー

※
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聞き手／田嶋陽介
山岸博 魅惑のホルン　ホルン／山岸 博

Talk
対談日／2012年９月20日（木）

山岸博さん、田嶋陽介さん

無料



休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

催　　物 お問い合わせ開演 入場料（円）

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

催　　物 お問い合わせ開演 入場料（円）

一般

メイト

高校生以下

一般

メイト

高校生以下

1
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１　月　の　プ　ロ　グ　ラ　ム

小　ホ　ー　ル

2
水

3
木

4
金

5
土

6
日

7
月

8
火

9
水

10
木

11
金

12
土

13
日

14
月

15
火

16
水

17
木

18
金

19
土

20
日

21
月

22
火

23
水

24
木

25
金

26
土

27
日

28
月

29
火

30
水

31
木

1
火

無料

14：00
新春オルガン
コンサート

500

カワイ音楽教室　発表会 13：00

1,000フレッシュスプリングコンサート 18：00

無料木下・平林・増田ピアノ教室発表会 13：15

無料

（平林）83-5873

（松橋）25-3701あんだんて　発表演奏会 18：30

3,000たんぼ寄席　落語 14：00

無料

（犬飼）080-1293-8288

（倉科）26-3403オルガンを囲む会 18：30

ザ・ハーモニーホール
47-2004

ザ・ハーモニーホール
47-2004

13：30鈴木ピアノ発表会 無料

18：00

２　月　の　プ　ロ　グ　ラ　ム

小　ホ　ー　ル

2
土

３
日

４
月

５
火

６
水

７
木

８
金

９
土

10
日

11
月

12
火

13
水

14
木

15
金

16
土

17
日

18
月

19
火

20
水

21
木

22
金

23
土

24
日

25
月

26
火

27
水

28
木

1
金

無料
三澤ピアノ教室
ぴあのはっぴょうかい

第２７回 ニューイヤー松本
ボーカルフェスティバル

（三澤）28-5186

（吉田）34-8052

カワイ音楽教室
28-6110

1,00013：30
実行委員会
47-2004

13：00

無料リトルコンサート 未定

4,500

4,000

3,000

3,500

3,000

2,000

★
有田正広
バッハ父子の肖像

★
古典四重奏団 18：00

ザ・ハーモニーホール
47-2004

（望月）26-9584

（鈴木）26-2569

無料
第26回玲の会
ピアノ演奏発表会

9：30

コープナガノ
026-261-1200

無料くらしの見直し講演会 13：00

※メインホールは改修工事のため平成25年3月31日まで利用できません。
※平成25年4月以降の利用申込みは、受付けしています。受付日、方法等はホールへお問い合わせください。
※小ホール、練習室は通常どおり利用できます。

ハーモニーメイト会員数（12月1日現在）

合計　1,301　人
・賛助会員8団体・広告主24団体

○個人会員　 236　人
○家族会員　 883　人　283家族
○団体会員　 182　人　19団体

■プレイガイド
［松本市／市外局番０２６３］
井上チケットぴあ　３４-３６５５／ライオン堂高宮店　２６-９２３４
ミュージックプラザ・オグチ　３５-５５６８／カタクラモール　３６-５１１１
音楽社　３２-９８８８／クレモナ　３２-８１６９／コダマ楽器　３３-２６８８
まつもと市民芸術館　３３-３８００
松本市波田文化センター（アクトホール）　９２-７５０１
キッセイ文化ホール　３４-７１００
EVENT-NAGANO（ネット販売） www.event-nagano.net/

［長野市］ながの東急　０２６-２２６-８１８１
［安曇野市］スワンガーデン安曇野　０２６３-７１-１６６６
［伊那市］イチコー　０２６５-７８-０７００

※ハーモニーメイトの割引チケットは、
　「ザ・ハーモニーホール」のみで取り扱いとなります。

～メインホールについて～
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オルガン豆知識　Vol.2オルガン豆知識　Vol.2
2012.6.26「おしゃべりコンサート34～ハープとの共演」プログラムより

松本市音楽文化ホール

専属オルガニスト　保田 紀子

　オルガンは鍵盤を操作して演奏しますので、ピアノやチェンバロと同じ鍵盤楽器

に属しますが、この３つの楽器の音の出し方はまったく異なります。ピアノはハン

マーで弦をたたいて音を出し、チェンバロは弦を爪ではじいて音を出しますので

音の出し方は今日のゲストのハープと同じです。オルガンはパイプに空気を吹

き込んで音を出しますので、音の出方は管楽器です。

　まず、「ふいご」という袋に空気をためなければなりません。人の肺を連想

するとわかりやすいでしょう。今はほとんどのオルガンがモーターを使いますが、

電気の通っていない所では昔のように人力です。私はスイスの丘の上のチャペル

で経験しました。そのオルガンは横に紐が２本出ていて、それを引っ張って空気を

溜めるのです。オルガンの音を出すには、紐を引っ張る人と鍵盤を弾く人の２人

必要です。サットマリー先生と２人で交互に演奏しました。

　空気でふいごが膨らんで、パイプまで障害物がないと全部のパイプが鳴って

しまいます。それでストップという装置で、まずは空気の通路を遮断しています。

このストップの数はオルガンの規模によって違います。例えば小ホールのオルガン

は７個、メインホールのオルガンは４３個ストップです。

　さて一つのストップを解除すると、そのストップ上に並んでいるパイプの下まで

空気が通り、これで鍵盤上のキーを押すと音が鳴ります。管楽器は一本の管で

いろんな高さの音を出しますが、オルガンは一本の管では一音しか鳴りません。

つまり「ドレミファソ」だけでも５本のパイプが必要ですから、箱の中の外から見え

ない所にも大小様々なパイプがぎっしり並んでいます。

　次回はパイプの種類についてご説明します。

モーター 風　箱
*参考：「オルガン音楽のふるさと」
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